
広報WARABI ● 平成23年２月１日発行 ／ 発行所・蕨市役所
● http://ｗｗｗ.city.warabi.saitama.jp/
● 蕨市の面積　５.10km２

● １月１日現在人口：72,508人 前月比  　＋5人
 　　　　　　　　　   男 36,９98人　女 35,510人
　　　　　　　　　 世帯数：36,065
　　　　　　　　　 人口密度：14,２17人／km２

2011/平成23年
わらび・713

鬼にも寒さにも負けないぞ
子どもたちがみごと鬼退治
　「鬼は～外、福は～内」と威勢の
よい声。錦町地区留守家庭児童指
導室で、子どもたちに季節の伝統
行事を味わってもらおうと、節分
の日より一足早く、豆まきが行わ
れました。子どもたちは手作りの
お面をかぶり、元気いっぱい鬼退
治。今年も健康に過ごせそうです。
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→の活動を応援します 助成額=総事業費の2分の1以内で30万円を限度（運営に要する経費を除く） 審査あり  詳細=生涯学習課（☎433･7729）■文化活動事業に助成金／活動成果発表･芸術文化の振興･伝統文化の継承･保存･地域文化の推進･国際交流などの文化活動を行う団体･個人→

　

市
立
図
書
館
に
は
、
３
つ
の
分

館
（
塚
越
、
錦
町
、
北
町
）
を
合

わ
せ
て
、
約
18
万
冊
の
図
書
と
、

約
１
万
５
千
点
の
Ｃ
Ｄ
や
Ｄ
Ｖ
Ｄ

な
ど
の
資
料
が
あ
り
、
年
間
、
延

べ
10
万
人
の
皆
さ
ん
が
34
万
点
の

図
書
や
資
料
を
借
り
て
い
ま
す

（
平
成
22
年
４
月
１
日
現
在
）。

　

吹
き
抜
け
の
館
内
は
明
る
く
開

放
的
で
、
読
書
を
し
た
り
勉
強
し

た
り
と
、
多
く
の
人
た
ち
が
利
用

し
て
い
ま
す
。ま
た
、子
ど
も
向
け

の
お
話
会
を
は
じ
め
、
落
語
な
ど

の
講
座
も
開
か
れ
、
楽
し
み
な
が

ら
教
養
を
深
め
ら
れ
る
催
し
を
、

年
間
を
通
し
て
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
図
書
館
は
、
多
く

の
人
に
親
し
ま
れ
て
い
る
一
方
で
、

困
っ
た
問
題
も
抱
え
て
い
ま
す
。

そ
れ
は
、
ほ
と
ん
ど
の
人
が
ル
ー

ル
を
守
っ
て
利
用
し
て
い
る
な
か
、

貸
し
出
し
本
に
落
書
き
を
し
た
り
、

破
い
た
り
と
い
っ
た
マ
ナ
ー
違
反

が
後
を
絶
た
な
い
の
で
す
。

　

も
ち
ろ
ん
、
経
年
劣
化
に
よ
る

物
も
あ
り
ま
す
が
、
破
損
し
た
本

は
、修
理
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、

そ
の
間
、
貸
し
出
し
が
で
き
な
く

な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
修
理
が
追

い
つ
か
ず
、
数
か
月
も
貸
し
出
し

不
能
に
な
る
本
や
、
数
回
貸
し
出

し
た
だ
け
で
、
廃
棄
せ
ざ
る
を
え

な
い
場
合
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

　

図
書
館
で
は
、
市
民
の
皆
さ
ん

の
財
産
で
あ
る
図
書
や
資
料
を
管

理
す
る
立
場
か
ら
、
返
却
時
に
汚

れ
な
ど
の
点
検
を
し
て
注
意
喚
起

を
し
た
り
、
目
に
余
る
よ
う
な
場

合
は
、
同
じ
本
を
ご
用
意
い
た
だ

く
よ
う
お
願
い
し
た
り
す
る
こ
と

も
あ
り
ま
す
が
、
問
題
の
根
本
的

な
解
決
に
は
至
っ
て
い
ま
せ
ん
。

　

髙た
か

橋は
し

和か
ず

子こ

図
書
館
奉
仕
係
長
は

「
図
書
館
に
は
二
度
と
手
に
入
ら

な
い
貴
重
な
本
も
あ
り
ま
す
。
皆

さ
ん
に
気
持
ち
よ
く
読
ん
で
も
ら

お
う
と
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
か
た

が
支
え
て
く
れ
て
い
る
こ
と
を
知

っ
て
い
た
だ
き
、
た
い
せ
つ
に
扱

っ
て
ほ
し
い
で
す
ね
」と
話
し
ま
す
。

　

本
は
、
乳
幼
児
か
ら
高
齢
者
ま

で
、
知
識
や
考
え
る
力
を
育
み
、

上
手
に
活
用
す
る
と
、
人
生
を
豊

か
に
し
て
く
れ
ま
す
。
市
で
は
、

こ
れ
か
ら
も
皆
さ
ん
に
愛
さ
れ
る

図
書
館
に
し
て
い
く
た
め
、
引
き

続
き
、
利
用
マ
ナ
ー
の
向
上
を
啓

発
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

市
民
の
皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

困
っ
て
い
ま
す
本
の
破
損

　南町１丁目の市立図書館では､多くの人に親しまれ､
快適に利用していただいている一方で、本への落書き
などマナー違反に困っています。今月は、貸し出し本
の現状をご紹介しながら利用マナーについて考えます。

図書館の本が　
泣いている

特集 : 貸し出し本たいせつに

み
ん
な
の
本
た
い
せ
つ
に

　
「
傷
ん
で
い
る
の
は
、
多
く
の
人

に
読
ま
れ
て
い
る
証
拠
。
で
も
、

運
び
込
ま
れ
る
本
の
中
に
は
、
心

無
い
扱
い
を
さ
れ
た
物
も
あ
り
、

目
に
す
る
度
に
悲
し
い
気
持
ち
に

な
り
ま
す
ね
」。
平
成
16
年
か
ら
、

月
２
回
、
本
を
修
理
す
る
活
動
を

続
け
、
こ
れ
ま
で
１
万
冊
以
上
の

本
を
よ
み
が
え
ら
せ
て
い
る
、「
本

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」（
上
写
真
参
照
）

の
皆
さ
ん
は
口
を
そ
ろ
え
ま
す
。

　

修
理
が
必
要
な
本
の
中
に
は
、

線
が
引
か
れ
た
専
門
書
や
全
ペ
ー

ジ
が
ぬ
れ
た
小
説
、
読
み
終
え
た

場
所
を
示
す
、
複
数
ペ
ー
ジ
に
わ

た
る
折
り
込
み
、
必
要
な
レ
シ
ピ

の
部
分
だ
け
切
り
取
ら
れ
た
料
理

本
ま
で
…
。「
借
り
て
い
る
本
」
と

い
う
意
識
さ
え
あ
れ
ば
、
防
ぐ
こ

と
が
で
き
る
も
の
ば
か
り
で
す
。

落書
き ･切

り取り…

利
用
者
の
声永

なが

井
い

　雅
まさ

幸
ゆき

さん
塚越７丁目・43歳

　
絵
本
か
ら
専
門
書
ま
で
、
家
族

全
員
で
図
書
館
を
利
用
し
て
い
ま

す
。
楽
し
み
に
借
り
て
き
た
本
に

落
書
き
な
ど
が
さ
れ
て
い
る
と
、

残
念
な
気
持
ち
に
な
り
ま
す
ね
。

や
む
を
え
ず
破
損
し
た
場
合
は
、

次
に
借
り
る
人
の
た
め
に
も
、
返

却
時
に｢

ご
め
ん
な
さ
い｣

と
話
を

す
る
の
が
マ
ナ
ー
だ
と
思
い
ま
す
。

図
書
館
は
読
み
た
い
本
を
無
料
で

借
り
ら
れ
る
貴
重
な
施
設
。
ど
ん

ど
ん
利
用
し
て
い
き
た
い
で
す
。

清
し

水
みず

 巳
み

賀
か

子
こ

さん
南町３丁目・46歳

　
自
分
の
都
合
で
本
を
雑
に
扱
う

の
は
、
決
め
ら
れ
た
時
間
外
に
ご

み
を
捨
て
る
の
と
同
様
で
、｢

自
分

さ
え
よ
け
れ
ば
」と
い
う
風
潮
が

少
な
か
ら
ず
あ
る
よ
う
に
感
じ
ま

す
。
マ
ナ
ー
違
反
へ
の
対
応
は
大

変
だ
と
思
い
ま
す
が
、
活
字
離
れ

が
進
ん
で
い
る
今
、
本
を
手
に
す

る
こ
と
で
得
ら
れ
る
温
か
さ
を

知
っ
て
も
ら
う
た
め
に
も
、
小
さ

な
頃
か
ら
本
に
親
し
め
る
よ
う
な

環
境
作
り
を
今
後
も
期
待
し
ま
す
。

ボランティアの皆さんが図書
館に集まると、修理が必要な
本がブックトラックいっぱい
に並んでいます。「手がけた
本が再び皆さんに利用される
のがうれしくて」。修理本に
はどこか温かさを感じます。

　本の修理法を学ぶ講座をきっか
けに、現在12人で活動しています。
のりや修復テープでの補修のほ
か、糸で縫うこともあり､修理には
知識が必要です。セロハンテープ
で補修する人がいますが、かえって
修理できなくなることが多いです。
何かあれば、まず職員に声を掛けて
ください。図書館の本は市民の皆
さんの財産。借りていると認識し
た上で読書を楽しんでくださいね。

本のボランティア　代表
近
おう

江
み

睦
むつ

代
よ

さん  中央7丁目

自己流の補修はやめて

マジックで引かれた線…。皆さんはどのように感じますか

ずらりと本が並ぶ市立図書館

「心をこめて本を修理しています。たいせつに扱ってくださいね」と本のボランティアの皆さん

読み聞かせは、赤ちゃんの言葉と心を育みます



【　　】4【　　】5

■振り込め詐欺にご注意を／昨年の市内での被害件数は10件　総額9,293,500円にのぼります　不審な電話があったら蕨警察署（緯444・0110）■借金の返済でお悩みのかた／多重債務者向け相談窓口を常設　平日のみ　秘密厳守　無料　詳細＝関東財務局多重債務相談窓口（緯048・600・1113）

総合社会福祉新春餅つきセンターで　　　　　

蕨高が環境大臣賞受賞

びよんと伸びる芳香剤

恒例の大型かるた大会
　

子
ど
も
た
ち
に
正
月
遊
び

に
触
れ
て
も
ら
お
う
と
、
１

月
７
日
、福
祉
・
児
童
セ
ン
タ

ー
で
、「
ジ
ャ
ン
ボ
カ
ル
タ
大

会
」
が
開
か
れ
ま
し
た
。
参

加
し
た
小
学
生
30
人
は
、
札

が
読
み
上
げ
ら
れ
る
と
、
縦

40
㌢
、
横
27
㌢
の
大
型
か
る

た
に
向
か
っ
て
い
ち
も
く
さ

ん
。
同
セ
ン
タ
ー
恒
例
の
催

し
を
大
い
に
楽
し
み
ま
し
た
。

未来を担う蕨の新成人
　

新
成
人
の
門
出
を
祝
う「
第

65
回
成
年
式
」が
１
月
10
日
、

市
民
会
館
で
行
わ
れ
、
４
２

０
人（
対
象
７
２
４
人
）が
出

席
し
ま
し
た
。
式
典
で
は
、

新
成
人
が
「
青
年
の
主
張
」

や
「
20
歳
の
誓
い
」
な
ど
を

発
表
し
、
大
人
と
し
て
の
自

覚
を
深
め
る
と
と
も
に
、
旧

友
や
恩
師
と
の
再
会
を
思
う

存
分
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

　

施
設
利
用
者
の
健
康
を
願

い
、１
月
17
日
、総
合
社
会
福

祉
セ
ン
タ
ー
で
「
新
年
を
祝

う
会
」が
開
か
れ
ま
し
た
。障

害
者
や
高
齢
者
60
人
の
皆
さ

ん
が
餅
を
つ
く
度
に
「
よ
い

し
ょ
～
」
と
掛
け
声
が
上
が

り
、会
場
は
大
盛
況
。６
臼
12

㌔
の
餅
を
あ
ん
こ
や
辛
み
餅

に
し
て
食
べ
な
が
ら
み
ん
な

で
新
春
を
お
祝
い
し
ま
し
た
。

　

蕨
高
校
生
物
部
（
部
員
12

人
）
が
12
月
24
日
、「
第
54
回

日
本
学
生
科
学
賞
」
で
１
万

２
３
１
点
か
ら
上
位
24
点
に

選
出
さ
れ
、
環
境
大
臣
賞
に

輝
き
ま
し
た
。
受
賞
作
「
ラ

ベ
ン
ダ
ー
の
戦
略
」
を
発
表

し
た
２
年
生
の
峰み

ね

岸ぎ
し

修し
ゅ
う

平へ
い

さ

ん（
写
真
右
）、室む

ろ

井い

優ゆ
う

一い
ち
さ
ん

（
中
央
）、吉よ

し

田だ

敬け
い

一い
ち
さ
ん（
左
）、

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

新
し
い
年
を
い
い
香
り
で

過
ご
し
て
も
ら
お
う
と
、
１

月
６
日
、
南
公
民
館
で
、「
芳

香
剤
作
り
教
室
」
が
開
か
れ

ま
し
た
。
参
加
し
た
小
学
生

11
人
は
、
洗
濯
の
り
と
薬
品

を
混
ぜ
て
作
っ
た
ス
ラ
イ
ム

に
、
赤
や
黄
色
な
ど
の
色
を

付
け
、
仕
上
げ
は
エ
ッ
セ
ン

シ
ャ
ル
オ
イ
ル
で
香
り
付
け
。

出
来
栄
え
に
大
満
足
で
し
た
。

る
人
や
個
人
事
業
主
な
ど
で

す
。
な
お
、
医
療
費
控
除
や

住
宅
ロ
ー
ン
控
除
な
ど
、
所

得
税
の
還
付
を
受
け
る
場
合

も
確
定
申
告
が
必
要
と
な
り

ま
す
。
会
場
は
川
口
市
の
Ｓ

Ｋ
Ｉ
Ｐ
シ
テ
ィ
で
、
14
日
か

ら
３
月
15
日
ま
で
開
設
さ
れ

ま
す
（
詳
細
は
図
１
）。

　

ま
た
、
公
的
年
金
受
給
者

を
対
象
に
、
２
月
７
日
、
８

日
の
午
前
10
時
か
ら
正
午
と

午
後
１
時
か
ら
３
時
ま
で
、

中
央
公
民
館
で
確
定
申
告
説

明
会
が
開
催
さ
れ
ま
す
。
会

場
で
申
告
書
を
作
成
し
、
そ

の
場
で
提
出
で
き
ま
す
。

　

市
・
県
民
税
の
申
告
は
、

16
日
か
ら
３
月
15
日
ま
で
、

自
治
会
館（
図
２
）で
受
け
付

け
ま
す
。
こ
の
ほ
か
、
東
・

下
蕨
・
南
の
３
つ
の
公
民
館

に
出
張
申
告
会
場
を
設
置
し

リポート　そこが知りたい
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申
告
に
は
、
国
に
納
め
る

所
得
税
の
確
定
申
告
、
お
住

ま
い
の
地
域
の
た
め
に
納
め

て
い
た
だ
く
市
・
県
民
税
の

申
告
な
ど
が
あ
り
、
申
告
期

間
や
会
場
が
異
な
り
ま
す
。

　

所
得
税
の
確
定
申
告
が
必

要
な
の
は
、
収
入
が
複
数
あ

報
告
書
が
提
出
済
み
で
、
所

得
控
除
の
追
加
が
な
い
人
は
、

申
告
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
税
法
上
で
同
居
の

親
族
の
扶
養
に
な
っ
て
い
る

人
は
、
本
来
申
告
書
の
提
出

義
務
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
国

民
健
康
保
険
税
や
介
護
保
険

料
な
ど
の
算
定
、
各
種
行
政

サ
ー
ビ
ス
な
ど
に
影
響
す
る

た
め
、
申
告
を
お
願
い
す
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

申
告
に
は
、
印
鑑
、
源
泉

徴
収
票
な
ど
の
昨
年
中
の
収

入
や
所
得
を
証
明
で
き
る
書

類
、
控
除
対
象
と
な
る
も
の

（
国
民
健
康
保
険
税
、
後
期

高
齢
者
医
療
保
険
料
、
介
護

保
険
料
、国
民
年
金
保
険
料
、

生
命
保
険
料
、地
震
保
険
料
、

医
療
費
な
ど
）
の
領
収
書
や

証
明
書
が
必
要
で
す
。
身
体

障
害
者
手
帳
や
療
育
手
帳
、

学
生
証
な
ど
を
お
持
ち
の
人

は
、
控
除
が
受
け
ら
れ
ま
す

の
で
、
申
告
の
と
き
に
必
ず

提
示
し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
医
療
費
控
除
を
受

け
る
場
合
は
、
支
払
金
額
の

合
計
と
、
保
険
金
等
で
補
塡

さ
れ
た
金
額
の
事
前
の
集
計

が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　

各
申
告
会
場
は
混
雑
が
予

想
さ
れ
ま
す
の
で
、
余
裕
を

持
っ
て
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
申
告
書
は
郵
送
で
も

提
出
で
き
ま
す
。詳
し
く
は
、

確
定
申
告
は
西
川
口
税
務
署

（
緯
253
・
４
０
６
１
）、
市
・

県
民
税
申
告
は
税
務
課
（
緯

433
・
７
７
０
７
）
ま
で
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

税
の
申
告
は
中
旬
～
３
月
15
日
に

ま
す（
日
程
は
表
１
参
照
）。

　

こ
の
申
告
が
必
要
な
人
は
、

今
年
の
１
月
１
日
現
在
、
蕨

市
に
居
住
し
て
い
た
人
、
ま

た
は
、
市
内
に
事
務
所
・
事

業
所
・
家
屋
敷
が
あ
っ
た
人

で
す
。
た
だ
し
、
確
定
申
告

を
し
た
人
や
、
収
入
が
給
与

の
み
、
公
的
年
金
の
み
の
人

の
う
ち
、
支
払
者
か
ら
支
払

　
今
月
中
旬
か
ら
、
税
金
の
申
告
受
付
が
始
ま
り
ま
す
。
申
告
・
納
付
し
て
い
た
だ
く
税
金
は
、

皆
さ
ん
が
い
つ
も
健
康
で
安
全
・
安
心
に
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
に
欠
か
せ
な
い
た
い
せ
つ
な

財
源
と
な
り
ま
す
。そ
こ
で
今
月
の
リ
ポ
ー
ト
で
は
、税
金
の
申
告
に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

申告は正しく、期限内に来
場
前
に
必
ず
確
認
を

税
金
ご
と
の
申
告
会
場

所
得
税
の
確
定
申
告
は

「
Ｓ
Ｋ
Ｉ
Ｐ
シ
テ
ィ
」へ

市
・
県
民
税
の
申
告
は

中
央
５
丁
目
自
治
会
館

各
種
申
告
は
お
早
め
に

郵
送
で
の
提
出
も
可
能

この数な～に
10階まで

　蕨市では、従来、３階以上の建物は
受水槽の設置をお願いしていました。
しかし、中央浄水場の改修工事を終え、
緊急時の必要な配水量を確保できたた
め、４月から３階以上１０階までの建
物も直結給水方式ができるようになり
ます。具体的には、３階までの建物は
配水管の水圧で給水する直結直圧方式、
４階以上10階までの建物は増圧ポンプ
を利用する直結増圧方式が可能になり、
蛇口から新鮮な水道水が出てきます。
直結給水方式の設置や変更は、事前に
水道部（緯432・2217）へご相談ください。

　

小
室
さ
ん
が
結
婚
を
機
に

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
ジ
ャ
カ
ル

タ
か
ら
来
日
し
た
の
は
、
20

年
前
で
す
。
当
初
の
戸
惑
い

も
同
居
の
お
母
さ
ん
が
言
葉

や
習
慣
な
ど
を
教
え
て
く
れ

た
お
か
げ
で
、
徐
々
に
慣
れ

て
い
き
ま
し
た
。
今
で
は
、

Ｐ
Ｔ
Ａ
役
員
や
年
配
の
人
へ

お
弁
当
を
作
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
な
ど
を
行
い
、
す
っ

か
り
地
域
に
溶
け
込
ん
で
い

ま
す
。
そ
ん
な
小
室
さ
ん
の

目
標
は
、
母
国
に
ご
み
の
分

別
や
減
量
な
ど
環
境
に
配
慮

し
た
生
活
を
伝
え
た
い
と
い

う
こ
と
。「
蕨
の
よ
う
に
き
れ

い
で
住
み
や
す
い
ま
ち
に
し

た
い
で
す
」
と
、
故
郷
へ
の

思
い
を
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

この
まちに

暮らして

潤　娜さん　 インドネシア
錦町３丁目・46歳

小
こ

室
むろ

　ディアナさん

ま
・
ち
・
の
・
話
・
題
　
　

　

掲
載
は
無
料
。
申
し
込
み
は
秘

書
広
報
課（
緯
433
・７
７
０
３
）へ
。

〔
参
加
し
ま
せ
ん
か
〕

▼
く
る
る
ダ
ン
ス
パ
ー
テ
ィ　

12

日
・
19
日
・
23
日　

午
後
１
時　

文
化
ホ
ー
ル
く
る
る　

４
９
９

円　

成
人居

Ｓ
Ｋ
Ｋ
Ｄ
研
究
会
・

犬
塚
・
緯
441
・
７
３
７
３巨

〔
仲
間
に
な
り
ま
せ
ん
か
〕

▼
竹
紫
館
剣
道
教
室　

３
月
の
毎

週
土
曜
日　

午
後
６
時　

満
５
歳

以
上居

松
下
・
緯
444
・
９
７
７
２巨

▼
新
舞
会　

第
１
～
３
金
曜
日　

午
後
１
時　

南
公
民
館　

カ
ラ
オ

ケ
の
曲
で
楽
し
く
踊
り
ま
せ
ん
か

居

森
田
・
緯
442
・
８
４
８
７巨

▼
県
陽
ジ
ュ
ニ
ア
新
体
操
ク
ラ
ブ

火
曜
日　

①
小
学
１
年
～
３
年
生

＝
午
後
５
時　

②
小
学
４
年
生
～

中
学
生
＝
午
後
６
時　

③
幼
児
＝

午
後
３
時
40
分　

西
小
学
校
体
育

館
ま
た
は
市
民
体
育
館　

会
費
は

要
問
い
合
わ
せ居

畠
山
・
緯
070
・

５
５
５
５
・
２
７
２
６巨

▼
南
囲
碁
ク
ラ
ブ　

火
曜
日　

午

前
10
時　

南
公
民
館　

無
料居

井

上
・
緯
442
・
０
２
５
９巨

▼
表
千
家
か
れ
ん
会（
茶
道
）　

月

２
回　

中
央
公
民
館
な
ど　

曜

日
・
時
間
は
応
相
談居

林
・
緯

090
・
４
１
３
９
・
１
２
１
２巨

▼
リ
ト
ル
キ
ッ
ズ
（
親
子
で
体
操

な
ど
）　

第
１
・
３
火
曜
日　

午

前
10
時　

下
蕨
公
民
館　

教
材
費

１
０
０
０
円　

３
か
月
２
４
０
０

円　

親
子（
未
就
学
児
）居

畠
中
・

緯
090
・
２
２
２
５
・
５
３
７
８巨

▼
Ａ
Ｂ
Ｃ
キ
ッ
ズ（
英
会
話
）　
月
３

情
報
ダ
イ
ヤ
ル

回
水
曜
日　
①
午
前
９
時
半　
②
午

前
10
時
半　

旭
町
公
民
館
ま
た
は

北
町
公
民
館　
月
１
５
０
０
円　
３

歳
以
下
の
子居

①
は
飯
川
・
緯
090
・

１
７
７
５
・
０
７
４
７　

②
は
西

牧
緯
090
・
４
０
１
２
・
８
３
１
８巨

▼
蕨
中
東
カ
ン
フ
ー
ク
ラ
ブ
（
中

国
武
術
）　

土
曜
日　

午
前
10
時

中
央
東
小
学
校
体
育
館　

入
会
金

３
０
０
０
円　
月
３
０
０
０
円　
４

歳
以
上
の
か
た
ど
な
た
で
も居

高

橋・
緯
080・６
６
９
０
・２
１
２
１巨

▼
英
会
話
ハ
ッ
ピ
ー
ク
ラ
ブ　

金

曜
日　

午
後
１
時
半　

中
央
公
民

館　

月
６
０
０
０
円　

ア
メ
リ
カ

人
講
師
に
よ
る
指
導居

嶋
田
・
緯

431
・
７
５
６
９巨

▼
わ
ら
び
ハ
ー
モ
ニ
カ
ク
ラ
ブ　

水
曜
日　

午
後
１
時
半　

西
公
民

館　
入
会
金
５
０
０
円　
月
２
０
０

０
円居

重
田
・
緯
433
・７
３
７
５巨

▼
コ
ー
ロ
・
ダ
ー
マ
（
女
声
合
唱

団
）　

水
曜
日　

午
前
10
時　

中

央
公
民
館　

月
４
０
０
０
円居

町

田
・
緯
441
・
２
４
５
６巨

▼
蕨
イ
ン
ド
ア
テ
ニ
ス
ク
ラ
ブ

（
硬
式
テ
ニ
ス
）　

水
曜
日　

午
前

９
時　

市
民
体
育
館　

月
３
０
０

０
円　

経
験
者
希
望　

コ
ー
チ
あ

り居

菊
地
・
緯
443
・
６
６
１
１巨

▼
松
芳
書
道
ク
ラ
ブ　

月
３
回
水

曜
日　

午
前
９
時　

松
原
会
館　

初
心
者
歓
迎居

田
村
・
緯
445
・
８

０
２
６巨

〔
ご
相
談
く
だ
さ
い
〕

▼
ア
ル
コ
ー
ル
依
存
症
の
自
助
活

動　
月
曜
日　
午
後
７
時　
中
央
公

民
館　
お
酒
や
め
た
い
人居

Ａ
Ａ
浦

和・
緯
03・５
９
５
７
・３
５
０
６巨

▼
蕨
断
酒
会（
酒
害
相
談
）　

１
日

＝
中
央
公
民
館　

９
日
＝
南
公
民

館　
17
日
＝
旭
町
公
民
館　
午
後
６

時
半居

岡
田
・
緯
441
・
３
１
７
２巨

図１ 所得税の確定申告受付会場と日程

図2 市・県民税申告受付会場と日程

日程＝２月14日～３月15日
※土・日曜日は休み
　（2月20日・27日は受付可）
時間＝午前９時～午後４時

表1　出張申告会場と日程
2月23日
24日 東 公 民 館

午前9時～
　午後4時

3月1日 下蕨公民館 午前9時～
　　　正午

3月2日 南 公 民 館 午前9時～
　午後4時

自治会館＝2月16日～3月15日
時間＝午前９時～午後４時
※土・日曜日は休み
　（２月20日・27日は受付可）
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エコキャップ・花苗交換事業

　光
ひか

　琉
る

ちゃん　
（２歳）

　健
たけ

　琉
る

ちゃん　
（11か月）

大
おお

町
まち

　　圭
けい

祐
すけ

さん　
美
み

智
ち

子
こ

さんの
長男・二男　 　
　　塚越６丁目

唯
ゆい

ちゃん
（１歳１か月）

橋
はし

本
もと

　朋
とも

広
ひろ

さん　
弥
ひろ

美
み

さんの
長女　　　　

　　錦町１丁目

　
「
た
だ
一
人
の
か
け
が
え

の
な
い
子
と
い
う
思
い
を
名

前
に
し
た
唯
は
、
食
欲
旺
盛

で
元
気
い
っ
ぱ
い
で
す
。
食

事
の
支
度
を
し
て
い
る
と
、

自
分
の
椅
子
を
持
ち
出
し
て

は
、
笑
顔
で
待
っ
て
い
る
の

で
作
り
が
い
が
あ
り
ま
す
ね
。

そ
ん
な
唯
は
最
近
、
私
の
ま

ね
を
す
る
の
が
大
好
き
。
掃

除
を
し
た
り
、
洗
濯
物
を
畳

ん
だ
り
し
て
い
る
と
同
じ
よ

う
な
し
ぐ
さ
を
す
る
の
で
、

『
お
手
伝
い
を
し
て
い
る
み

た
い
だ
ね
』
と
夫
は
目
を
細

め
て
い
ま
す
。
こ
の
ま
ま
健

や
か
に
育
っ
て
ほ
し
い
で
す

ね
」
と
母
親
の
弥
美
さ
ん
。

　

わ
が
家
の
ア
イ
ド
ル
－467－

優しさの「環境行動」

　

中
央
小
学
校
の
裏
庭
に
は
、

広
さ
５
坪
ほ
ど
の
水
田
と
、

そ
れ
を
囲
う
よ
う
に
幅
１
㍍

の
水
路
が
あ
り
ま
す
。「
総

合
的
な
学
習
の
時
間
」で
、環

境
を
テ
ー
マ
に
学
ん
で
い
る

魚
に
住
み
よ
い
環
境
と
は

５
年
生
50
人
は
、
ヘ
ド
ロ
が

た
ま
っ
て
汚
く
な
っ
た
水
路

を
、
休
み
時
間
や
掃
除
の
時

間
を
使
っ
て
少
し
ず
つ
き
れ

い
に
し
ま
し
た
。
こ
う
し
て

生
ま
れ
変
わ
っ
た
水
路
に
１

月
24
日
、
児
童
が
ヒ
メ
ダ
カ

や
ド
ジ
ョ
ウ
、
モ
エ
ビ
計
２

６
０
匹
を
放
流
。
子
ど
も
た

ち
は
、「
さ
っ
そ
く
群
れ
を

な
し
て
泳
い
で
る
よ
」
と
声

を
は
ず
ま
せ
て
い
ま
し
た
。

　

自
分
た
ち
の
手
で
み
ご
と

に
再
生
し
た
水
路
。
で
も
学

ぶ
の
は
こ
れ
か
ら
で
す
。
観

察
を
通
じ
て
自
然
の
た
い
せ

つ
さ
を
、
元
気
に
泳
ぎ
回
る

魚
た
ち
が
教
え
て
く
れ
ま
す
。

■冬のエコライフ／暖房の設定温度は20度以下で　温暖化防止には皆さんの取り組みが重要です　詳細＝県環境部温暖対策課（緯048・830・3038）■『広報蕨』へのご意見・ご感想や身近な話などどんな話題でもけっこうです　お便りお待ちしています　問い合わせ＝秘書広報課（緯433・7703）

ワ
ラ
ビ　

喉
渇
い
た
～
。
飲

み
物
ち
ょ
う
だ
い
。

お
母
さ
ん　

飲
ん
だ
ペ
ッ
ト

ボ
ト
ル
は
、
洗
っ
て
蓋
と
ラ

ベ
ル
を
取
っ
て
潰
し
て
ね
。

ワ
ラ
ビ　

は
～
い
。で
も
、な

ん
で
分
け
る
必
要
あ
る
の
？

お
母
さ
ん　

き
ち
ん
と
分
別

す
れ
ば
、
資
源
と
し
て
再
利

用
で
き
る
か
ら
よ
。

ワ
ラ
ビ　

ご
み
が
資
源
に
？

お
母
さ
ん　

そ
う
。
そ
れ
に

ご
み
の
減
量
化
に
も
な
る
で

し
ょ
。
市
で
は
平
成
14
年
か

ら
ご
み
を
17
品
目
に
分
け
て

収
集
し
て
る
ん
だ
け
ど
、
み

ん
な
の
協
力
で
、「
も
や
す
ご

み
」は
17
年
度
の
１
万
３
２
３

３
㌧
か
ら
昨
年
度
は
１
万
２

３
６
７
㌧
に
減
っ
た
そ
う
よ
。

ワ
ラ
ビ　

そ
れ
だ
け
環
境
意

識
が
高
ま
っ
て
い
る
ん
だ
ね
。

お
母
さ
ん　

ち
な
み
に
、
ご

着
実
に
進
む
ご
み
減
量
化
で
税
金
の
節
約

エ
コ
キ
ャ
ッ
プ
で
花
い
っ
ぱ
い
の
ま
ち
に

み
を
処
理
し
て
い
る
蕨
戸
田

衛
生
セ
ン
タ
ー
の
運
営
費
は
、

私
た
ち
の
税
金
で
賄
わ
れ
て

い
る
ん
だ
け
ど
、
リ
サ
イ
ク

ル
で
得
た
収
益
は
市
の
負
担

金
に
反
映
さ
れ
る
し
、「
も
や

す
ご
み
」を
減
ら
す
こ
と
は
、

老
朽
化
し
た
焼
却
施
設
の
延

命
化
に
も
つ
な
が
る
の
よ
。

ワ
ラ
ビ　

す
ご
い
詳
し
い
ね
。

お
母
さ
ん　

町
会
で
同
セ
ン

タ
ー
の
見
学
に
行
っ
た
か
ら

ね
。
昨
年
５
月
に
開
設
し
た

リ
サ
イ
ク
ル
フ
ラ
ワ
ー
セ
ン

タ
ー
も
見
て
き
た
わ
。

ワ
ラ
ビ　

ど
ん
な
施
設
？

お
母
さ
ん　

生
ご
み
を
堆
肥

化
し
て
、
そ
れ
を
肥
料
に
花

苗
を
生
産
す
る
施
設
よ
。

サ
ル
ビ
ア
や
ダ
リ
ア
な
ど
60

種
類
以
上
の
花
苗
を
年
間
８

万
鉢
生
産
す
る
ん
だ
っ
て
。

ワ
ラ
ビ　

へ
ぇ
、す
ご
い
や
。

お
母
さ
ん　

エ
コ
キ
ャ
ッ
プ

運
動
っ
て
知
っ
て
る
？

ワ
ラ
ビ　

な
～
に
そ
れ
。

お
母
さ
ん　

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル

の
蓋
を
８
０
０
個
集
め
て
リ

サ
イ
ク
ル
す
れ
ば
、
発
展
途

上
国
で
不
足
し
て
い
る
ポ
リ

オ
ワ
ク
チ
ン
１
人
分
の
費
用

に
な
る
の
よ
。

ワ
ラ
ビ　

そ
れ
は
い
い
ね
。

お
母
さ
ん　

各
公
民
館
に
回

収
箱
が
あ
る
ん
だ
け
ど
、
こ

親と子の
ニュースの
小窓

分別で進むごみ減量
エコキャップで

国際貢献・緑豊かなまち 見
学
者
で
に
ぎ
わ
う
リ
サ
イ
ク
ル
フ
ラ
ワ
ー
セ
ン
タ
ー

の
運
動
を
更
に
進
め
よ
う
と
、

市
で
は
年
３
回
、
蓋
１
０
０

個
と
リ
サ
イ
ク
ル
フ
ラ
ワ
ー

セ
ン
タ
ー
の
花
苗
１
鉢
を
交

換
す
る
事
業
を
始
め
た
の
。

こ
れ
ま
で
６
月
と
10
月
に
行

っ
て
３
２
１
人
で
16
万
３
９

０
０
個
も
集
ま
っ
た
そ
う
よ
。

ワ
ラ
ビ　

と
い
う
こ
と
は
ー
。

お
母
さ
ん　

ワ
ク
チ
ン
２
０

４
人
分
っ
て
こ
と
。
で
も
、

思
い
の
ほ
か
、
皆
さ
ん
協
力

的
で
、
花
苗
の
準
備
が
追
い

つ
か
な
い
ら
し
い
の
。

ワ
ラ
ビ　

う
れ
し
い
悲
鳴
だ
。

お
母
さ
ん　

そ
う
ね
。
だ
か

ら
今
後
の
花
苗
交
換
は
１
家

庭
10
鉢
を
限
度
と
す
る
そ
う

よ
。
と
こ
ろ
で
、
今
ワ
ラ
ビ

が
飲
ん
で
い
る
ジ
ュ
ー
ス
の

蓋
が
ち
ょ
う
ど
１
０
０
個
目
。

今
月
は
左
表
の
日
程
で
交
換

が
あ
る
か
ら
行
っ
て
く
る
ね
。

ワ
ラ
ビ　

や
っ
た
～
。
僕
の

家
が
少
し
ず
つ
花
い
っ
ぱ
い

に
な
っ
た
ら
う
れ
し
い
な
。

　

西
小
学
校
３
年
１
組
の
30
人
は
、
昔

の
人
た
ち
の
知
恵
に
触
れ
な
が
ら
時
代

の
変
化
に
つ
い
て
考
え
る
社
会
の
授
業

「
く
ら
し
の
う
つ
り
か
わ
り
」に
夢
中
に

な
っ
て
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
１
月
21

日
に
は
、火
鉢
や
七
輪
、洗
濯
板
な
ど
の

道
具
を
実
際
に
使
っ
て
み
ま
し
た
。
事

前
に
み
ん
な
で
考
え
た
使
い
方
が
正
し

い
か
、
熱
心
に
地
域
の
皆
さ
ん
の
ア
ド

バ
イ
ス
に
耳
を
傾
け
る
子
ど
も
た
ち
。

火
吹
き
竹
を「
ふ
ー
」と
吹
く
度
に
声
援

が
上
が
る
な
か
、
み
ご
と
に
火
が
付
く

と
、「
疲
れ
た
け
ど
、あ
っ
た
か
い
」と
、

昔
の
生
活
の
大
変
さ
を
実
感
し
つ
つ
も
、

達
成
感
に
顔
を
綻
ば
せ
て
い
ま
し
た
。

子どもクラブ暮らしの変化を体験学習

西小学校

　市では、発展途上国の子どもた
ちにポリオワクチンを送る国際貢
献と緑豊かなまちづくりの推進に、
昨年５月に開設のリサイクルフラ
ワーセンターで育てた花苗と、ペッ
トボトルの蓋を交換する事業を行
っています。ぜひ、ご協力ください。

　

１
月
か
ら
各
局
で
新
し
い

ド
ラ
マ
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し

た
が
、
織お

田だ

裕ゆ
う

二じ

さ
ん
、
柴し

ば

咲さ
き

コ
ウ
さ
ん
出
演
の
「
外
交

官　

黒
田
康
作
」（
フ
ジ
テ
レ

ビ
・
木
曜
日
・
午
後
10
時
）

と
い
う
ド
ラ
マ
を
御
覧
に
な

ら
れ
た
で
し
ょ
う
か
。

　

こ
の
ド
ラ
マ
で
は
、
警
察

署
が
舞
台
の
１
つ
に
な
っ
て

い
ま
す
が
、そ
の
警
察
署
は
、

な
に
を
隠
そ
う
蕨
市
役
所
で

撮
影
し
た
も
の
で
す
。
ド
ラ

マ
の
中
で
は
、「
佃
警
察
署
」

の
全
景
が
映
る
シ
ー
ン
が
何

度
か
出
て
き
ま
す
が
、
見
慣

れ
た
蕨
市
役
所
そ
の
も
の
で

す
し
、
捜
査
本
部
の
会
議
シ

ー
ン
は
、
市
役
所
４
階
の
会

議
室
で
す
。
撮
影
は
全
て
土

曜
・
日
曜
日
に
行
わ
れ
、
市

の
業
務
に
影
響
の
な
い
範
囲

で
協
力
を
し
ま
し
た
。
ド
ラ

マ
の
エ
ン
デ
ィ
ン
グ
で
は
小

さ
く
、
撮
影
協
力
「
蕨
市
役

所
」の
文
字
が
出
て
い
ま
す
。

　

昨
年
８
月
に
策
定
し
た
地

域
力
発
揮
プ
ラ
ン
で
は
、「
蕨

の
魅
力
発
信
」
を
掲
げ
て
い

ま
す
。
そ
の
中
で
蕨
市
を
ド

ラ
マ
や
映
画
の
ロ
ケ
地
と
し

て
使
っ
て
も
ら
う
取
り
組
み

も
進
め
て
お
り
、
今
回
の
撮

影
協
力
も
そ
の
一
環
で
す
。

蕨
の
地
域
資
源
と
そ
の
魅
力

の
再
発
見
に
つ
な
が
る
こ
と

を
期
待
す
る
と
と
も
に
、今
後

も
知
恵
と
工
夫
を
凝
ら
し
な

が
ら「
蕨
の
魅
力
発
信
」を
行

っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

市長　賴 髙 英 雄

蕨市役所で　　
　ドラマのロケ
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市民と市長の面会日
　面会日は毎月第１木曜日。
今月は３日。ただし、３月は
10日です。時間は午後１時～
５時を予定しています。
　ご希望のかたは秘書広報課
（緯433・7701）へ

14日（月） 中央公民館

時間はいずれも
　　午後２時半～３時半

15日（火） 東公民館

16日（水） 西公民館

17日（木） 南公民館

18日（金） 北町公民館

21日（月） 下蕨公民館

交換は家庭で飲んだ飲み物の蓋（きれいに洗った物）のみ
１家庭につき10鉢まで（１会場のみ参加可）
問い合わせ＝安全安心推進課生活環境係（緯443・3706）
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わ
ら
び
の
野
鳥
・
虫
・
草
　
　
○

る
と
き
に
は
ぱ
っ
と
明
る
く

な
る
。毎
月
第
４
木
曜
日
、東

公
民
館
で
開
い
て
い
る
「
介

護
お
し
ゃ
べ
り
サ
ロ
ン
」
は

在
宅
で
介
護
に
携
わ
っ
て
い

る
人
た
ち
の
心
の
よ
り
ど
こ

ろ
で
す
。
悩
み
を
打
ち
明
け

る
相
談
相
手
は
、
小
松
夢
華

さ
ん（
塚
越
７
丁
目
）で
す
。

　

２
年
前
、
お
子
さ
ん
が
通

う
保
育
園
で
知
り
合
っ
た
マ

マ
友
達
の
勧
め
で
、
地
域
活

動
に
興
味
を
持
っ
た
小
松
さ

ん
。介
護
福
祉
士
の
資
格
が
生

か
せ
れ
ば
と
、
公
民
館
で
初

の
、
気
軽
に
参
加
で
き
る
サ

ロ
ン
と
し
て
始
ま
り
ま
し
た
。

　

高
齢
社
会
に
生
き
る
私
た

ち
に
と
っ
て
、
認
知
症
や
老

後
の
こ
と
な
ど
、
介
護
問
題

は
切
実
で
す
。
小
松
さ
ん
は

訪
れ
た
人
た
ち
の
悩
み
を
じ

っ
く
り
と
聞
き
、
介
護
保
険

の
上
手
な
使
い
方
な
ど
、適
切

な
ア
ド
バ
イ
ス
を
し
ま
す
。

「
愚
痴
だ
っ
て
嫌
な
顔
１
つ

し
な
い
で
聞
い
て
く
れ
る
ん

で
す
よ
」と
は
、利
用
者
の
声
。

「
介
護
を
し
て
い
る
と
生
活

が
介
護
中
心
に
な
り
が
ち
。

思
い
詰
め
ち
ゃ
う
ん
で
す
。

こ
の
サ
ロ
ン
が
ス
ト
レ
ス
発

散
の
場
に
な
れ
ば
う
れ
し
い
」

と
小
松
さ
ん
は
話
し
ま
す
。

　

サ
ロ
ン
は
予
約
制
で
は
な

い
の
で
、
ど
ん
な
内
容
で
誰

が
来
る
か
分
か
り
ま
せ
ん
。

「
で
も
、ど
ん
な
に
悪
天
候

で
も
不
思
議
と
誰
も
来
な
か

っ
た
日
は
な
い
ん
で
す
」
と

小
松
さ
ん
。そ
れ
は
き
っ
と
、

来
て
く
れ
た
人
へ
の
感
謝
の

気
持
ち
と
、
社
交
的
な
小
松

さ
ん
の
お
人
柄
。「
次
は
ど

ん
な
人
が
来
る
か
な
っ
て
毎

回
楽
し
み
な
ん
で
す
」。

　

介
護
に
携
わ
っ
て
い
る
か

た
、独
り
で
悩
ま
な
い
で
く
だ

さ
い
。
サ
ロ
ン
で
は
小
松
さ

ん
の
優
し
い
笑
顔
が
、
い
つ

も
明
る
く
照
ら
し
て
い
ま
す
。

輝いていま  ひと
「介護おしゃべりサロン」 ボランティア　

広
報
蕨　

七
一
三
号　

平
成
二
十
三
年
二
月
一
日
発
行　

毎
月
一
回
発
行　

印
刷
・
㈱
秀
飯
舎

広
報
に
載
っ
て
い
る
写
真
を
希
望
者
に
差
し
上
げ
ま
す　

秘
書
広
報
課
広
報
広
聴
係
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
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介
護
に
ど
っ
ぷ
り
つ
か
ら
な
い
で

小
こ

松
まつ

 夢
ゆめ

華
か

 さん

い
顔
を
し
て
訪
れ
る

相
談
者
の
顔
が
、
帰

こ
と
で
、
よ
り
暮
ら
し
や
す

い
ま
ち
づ
く
り
の
き
っ
か
け

に
し
て
い
き
ま
せ
ん
か
。
ご

参
加
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

し
の
触
れ
合
い
を
深
め
た
後
、

フ
リ
ー
ト
ー
キ
ン
グ
の
時
間

も
ご
用
意
。毎
年
、１
０
０
人

以
上
の
参
加
者
が
、
国
境
を

　

市
内
に
お
住
ま
い

の
外
国
人
の
皆
さ

ん
、
国
際
交
流
に
興

味
の
あ
る
日
本
人
の

皆
さ
ん
、２
月
５
日
、

中
央
公
民
館
で
開
か

れ
る
国
際
交
流
事
業

「
第
３
回
み
ん
な
の

ひ
ろ
ば
」
に
参
加
し

ま
せ
ん
か
。

　

当
日
は
午
後
１
時

か
ら
、
み
ん
な
で
楽

し
む
ゴ
ル
フ
ゲ
ー
ム

や
、
市
内
の
名
所
な

ど
を
巡
る
ま
ち
歩
き

な
ど
で
参
加
者
ど
う

ぷらっと・わらび・小さな旅
中
央
公
民
館
で

み
ん
な
の
ひ
ろ
ば

ジ
ョ
ウ
ビ
タ
キ
の
雄

　

１
月
中
旬
、
錦
町
５
丁
目

の
用
水
路
沿
い
で
出
会
っ
た

の
は
、雄
の
ジ
ョ
ウ
ビ
タ
キ
。

全
長
14
㌢
の
こ
の
鳥
は
、
ツ

グ
ミ
や
ヒ
タ
キ
の
仲
間
で
、

雄
と
雌
の
姿
が
異
な
り
ま
す
。

昭
和
61
年
に
こ
の
コ
ラ
ム
で

ご
紹
介
し
た
雌
は
体
の
大
部

分
が
茶
色
で
す
が
、雄
は
顔
と

と
背
中
が
黒
、
腹
部
が
鮮
明

な
オ
レ
ン
ジ
色
で
す
。ま
た
、

銀
色
の
頭
が
白
髪
を
ほ
う
ふ

つ
と
さ
せ
る
こ
と
か
ら
、老
人

を
表
す「
尉じ

ょ
う

」の
字
が
当
て
ら

れ
、ジ
ョ
ウ
ビ
タ
キ
と
名
付
け

ら
れ
た
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

冬
は
渡
り
鳥
の
季
節
。
皆

さ
ん
も
鳥
た
ち
の
さ
え
ず
り

に
耳
を
傾
け
て
み
ま
せ
ん
か
。

越
え
た
交
流
の
輪
を

広
げ
て
い
ま
す
。

　

会
場
の
中
央
公
民

館
へ
は
、
ぷ
ら
っ
と

わ
ら
び
西
ル
ー
ト
29

番
目
の
停
留
所
「
蕨

市
役
所
」
か
ら
東
に

徒
歩
２
分
で
す
。

　

蕨
市
は
総
人
口
の

5.1
％
と
、
県
内
一
外

国
人
比
率
の
高
い
ま

ち
で
す
。
皆
さ
ん
で

国
や
民
族
の
違
い
を

越
え
た
交
流
を
通
し

て
理
解
を
深
め
合
う

昨年の催しでは、13か国120人の皆さんが交流しました

暗


